
人
間
の
運
命
ほ
ど
判
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
私
が
い
た
部
隊

は
関
東
軍
に
か
わ
り
、
北
支
か
ら
満
州
に
移
動
し
た
。
私
は
生

来
丈
夫
な
体
で
な
か
っ
た
の
で
、
済
南
の
秀
嶺
部
隊
に
転
属
に

な
っ
た
。
私
が
丈
夫
な
体
で
あ
っ
た
な
ら
、
戦
友
と
共
に
関
東

軍
へ
移
動
、
終
戦
と
共
に
シ
ベ
リ
ア
ヘ
送
ら
れ
、
お
そ
ら
く
私

は
こ
の
世
に
い
な
か
っ
た
ろ
う
。

大
陸
生
活
二
十
三
年
　 埼玉
県
　
小
田
武
夫
　 

大
正
十
二
年
、
満
鉄
本
社
経
理
部
に
入
社
し
た
。
大
陸
に
強

い
憧
れ
を
も
っ
て
い
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
。

大
連
は
整
然
と
し
た
佇
い
。
目
抜
き
通
り
に
は
三
越
、
幾
久

屋
デ
パ
ー
ト
等
が
建
ち
な
ら
び
、
住
宅
地
は
赤
い
屋
根
、
青
い

屋
根
、
ガ
ス
・
電
気
・
水
道
は
完
備
し
、
舗
装
道
路
わ
き
に
は

ア
カ
シ
ア
の
並
木
が
連
な
り
、
無
税
港
の
た
め
か
物
資
は
豊
富
、

実
に
住
み
心
地
の
良
い
街
だ
っ
た
。

中
国
を
理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
言
葉
か
ら
と
い
ち
お
う
の
努

力
を
し
た
。

大
連
か
ら
旅
順
ま
で
（
四
十
キ
ロ
）
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
戦
跡

巡
り
、
一
か
月
の
夏
タ
イ
ム
（
午
前
中
だ
け
勤
務
）
に
は
旅
順

線
で
大
連
か
ら
一
時
間
の
夏
家
河
子
海
水
浴
場
に
友
人
と
の
テ

ン
ト
生
活
等
、
青
春
を
謳
歌
し
た
。

昭
和
六
年
、
満
州
事
変
勃
発
以
後
、
世
相
は
徐
々
に
緊
迫
し

遂
に
全
面
戦
争
に
突
入
、
軍
は
破
竹
の
勢
い
で
河
北
、
山
西
両

省
を
席
■
。
国
民
政
府
軍
を
黄
河
以
西
に
敗
退
さ
せ
た
が
、
中

国
民
衆
と
の
融
和
、
治
安
維
持
の
た
め
に
中
国
語
を
解
す
人
が

必
要
と
の
軍
の
要
請
に
、
十
三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
宣

撫
班
長
と
し
て
河
北
省
石
門
地
区
、
山
西
省
河
津
地
区
で
軍
行

動
を
共
に
し
た
。
蒋
介
石
は
日
本
軍
の
占
領
は
点
と
線
の
み
と

言
っ
た
が
、
事
実
占
領
し
た
県
城
と
そ
れ
を
結
ぶ
自
動
車
道
を

確
保
す
る
の
が
精
一
杯
、
残
り
の
広
大
な
地
域
は
八
路
軍
（
現

中
国
政
府
）

が
各
部
落
に
潜
入
し
て
徹
底
抗
戦
を
叫
ん
で
い
た
。

わ
ず
か
一
年
の
宣
撫
工
作
だ
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か

し
い
思
い
出
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
浮
か
ん
で
く
る
。

大
部
隊
の
戦
闘
に
参
加
し
た
り
、
小
部
隊
で
敵
に
遭
遇
、
炎

天
下
五
時
間
に
及
ぶ
戦
い
、
ス
パ
イ
と
目
さ
れ
銃
殺
寸
前
の
者



を
助
け
た
り
、
戦
時
下
な
ら
で
は
の
数
多
く
の
異
常
な
体
験
を

し
た
。
十
四
年
職
場
に
復
帰
、
十
八
年
開
発
生
計
組
合
石
門
支
部
に

出
向
し
た
。
管
内
に
は
井
徑
な
ど
数
か
所
の
炭
坑
が
あ
り
、
多

数
の
中
国
人
採
炭
夫
が
働
い
て
い
た
。
主
食
の
小
麦
を
購
入
し

て
製
粉
工
場
に
送
り
、
メ
リ
ケ
ン
粉
を
各
炭
坑
に
配
給
す
る
の

が
目
的
で
設
立
さ
れ
た
組
合
だ
。

二
十
年
八
月
十
日
邯
鄲
（
夢
の
枕
の
地
）
に
出
張
し
た
。
人

民
公
社
か
ら
小
麦
百
ト
ン
、
ト
ン
十
五
万
円
で
売
り
た
い
。
代

金
は
す
ぐ
欲
し
い
と
の
話
、
二
つ
返
事
で
Ｏ
Ｋ
し
、
金
は
即
刻

持
参
す
る
か
ら
転
売
し
な
い
よ
う
に
と
約
束
し
た
。
石
門
で
は

ト
ン
三
十
万
円
が
相
場
だ
っ
た
。
米
軍
機
の
空
爆
を
避
け
る
た

め
、
列
車
は
夜
間
運
行
の
み
。
十
一
日
朝
石
門
着
。
所
長
に
経

緯
を
説
明
、
他
に
買
物
も
あ
る
や
も
と
、
銀
行
か
ら
二
千
万
円

を
引
き
出
す
こ
と
に
し
た
。
支
店
に
は
手
持
ち
が
無
く
、
北
京

か
ら
取
り
寄
せ
る
と
の
こ
と
。
十
四
日
金
が
届
い
た
と
の
知
ら

せ
に
、
五
百
円
札
一
千
万
円
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
四
個
、
百

円
札
一
千
万
円
を
麻
袋
五
袋
に
積
め
て
、
一
行
十
人
、
車
掌
に

事
情
を
話
し
一
等
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
夜
中
に
車
掌
か
ら
こ
こ

は
順
徳
站
だ
が
命
令
で
石
門
に
引
返
す
か
ら
下
車
し
て
貰
い
た

い
と
の
こ
と
。
友
人
の
生
計
組
合
長
に
電
語
し
て
社
宅
に
泊
め

て
貰
っ
た
。
翌
十
五
日
早
朝
附
近
の
タ
コ
壼
壕
に
分
散
待
機
し

た
。
所
長
か
ら
重
大
放
送
が
あ
る
。
行
か
な
い
か
と
誘
わ
れ
た

が
行
け
な
か
っ
た
。

所
長
は
雑
音
が
ひ
ど
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
午
後
の
放
送

に
は
責
任
者
だ
け
機
関
区
長
室
に
集
ま
れ
と
の
話
、
所
長
と
共

に
出
席
し
た
。
十
二
人
ぐ
ら
い
集
ま
っ
た
。
参
謀
肩
章
を
つ
け

た
将
校
も
二
人
い
た
。
は
っ
き
り
と
終
戦
の
御
詔
勅
を
聞
い
た
。

私
は
感
傷
に
浸
る
ど
こ
ろ
で
無
い
。
待
機
し
て
い
る
日
本
人
七

人
を
密
か
に
呼
び
、
い
ち
お
う
石
門
に
帰
る
。
同
行
の
中
国
人

二
人
に
は
秘
密
に
し
て
置
け
と
指
示
し
た
。
折
よ
く
石
門
行
き

の
貨
車
が
夕
刻
出
発
す
る
と
の
こ
と
で
車
掌
車
に
乗
り
込
ん

だ
。
中
国
人
職
員
か
ら
、「
班
長
さ
ん
邯
鄲
に
行
か
な
い
の
か
」

と
の
問
い
に
「
石
門
に
引
き
返
す
」
と
の
み
答
え
た
。
十
六
日

朝
石
門
着
、
二
千
万
円
は
無
事
支
部
の
金
庫
に
納
ま
っ
た
。

街
の
様
相
は
一
変
し
た
。
日
本
人
は
ヒ
ッ
ソ
リ
と
家
に
閉
じ

こ
も
り
、
中
国
人
は
肩
で
風
を
切
っ
て
か
っ
歩
し
て
い
る
。
日

本
人
の
だ
れ
も
が
体
験
し
た
形
容
で
き
な
い
お
び
え
と
恐
怖
心



は
、
直
面
し
た
者
で
な
け
れ
ば
と
う
て
い
理
解
出
来
ま
い
。
失

業
し
た
日
本
人
に
追
打
ち
を
か
け
て
の
超
イ
ン
フ
レ
、
卵
一
個

十
銭
だ
っ
た
の
が
千
円
に
、
豚
肉
百
匁
一
円
二
十
銭
が
一
万
二

千
円
に
暴
騰
し
た
。
日
本
人
は
帰
国
ま
で
の
食
い
つ
な
ぎ
に
必

死
。
暴
動
、
略
奪
が
起
き
な
か
っ
た
の
が
、
せ
め
て
も
の
幸
せ

だ
っ
た
。
立
場
の
逆
転
し
た
今
は
、
い
つ
中
国
人
に
呼
び
出
さ

れ
る
か
の
不
安
は
一
瞬
た
り
と
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。
現
に
連

れ
去
ら
れ
た
人
達
は
、
わ
れ
わ
れ
が
石
門
を
去
る
日
ま
で
、
遂

に
姿
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
。

二
十
一
年
二
月
、
引
揚
げ
の
た
め
、
住
民
一
千
五
百
人
無
蓋

車
に
乗
り
出
発
し
た
。
途
中
種
々
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
が
、
長

辛
店
、
天
津
の
収
容
所
生
活
を
経
て
塘
沾
か
ら
米
艦
Ｌ
Ｓ
Ｔ
に

乗
り
、
二
十
一
年
五
月
二
十
七
日
佐
世
保
に
入
港
、
石
門
出
発

以
来
四
か
月
振
り
に
緑
し
た
た
る
懐
か
し
い
祖
国
に
第
一
歩
を

し
る
し
た
。

北
京
よ
り
帰
る
　 

愛
知
県
　
長
谷
部
福
美
　 

支
■
事
変
も
日
を
経
る
に
従
い
、
日
本
軍
が
中
国
の
奥
地
に

進
出
、
そ
の
後
方
を
守
り
固
め
る
か
た
ち
で
日
本
か
ら
移
民
を

続
々
と
送
り
込
ん
だ
。
北
京
・
天
津
等
の
主
要
都
市
に
は
昭
和

十
四
年
頃
に
は
、
数
万
人
の
居
留
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
行

い
、
そ
の
子
弟
の
教
育
機
関
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
十
四
年
五
月
、
愛
知
県
よ
り
北
京
日
本
大
使
館
に
出
向

を
命
ぜ
ら
れ
、
六
月
七
日
、
北
京
駅
に
降
り
、
目
前
に
正
陽
門

を
見
る
。
日
本
大
使
館
に
出
頭
、
北
京
日
本
青
年
学
校
に
配
属

さ
れ
る
。

学
校
は
西
城
に
あ
り
、
旧
兵
舎
を
改
造
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
四
年
半
、
昼
は
普
通
科
、
夜
は
本
科
と
日
本
内
地
と
同

じ
教
育
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
、
中
華
航
空
株
式
会
社
（
日
本
の
国
策
会

社
）
が
私
立
の
青
年
学
校
を
建
て
る
要
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、




